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本報告の目的

• 「イスラーム国」の発生と伸長の原
因について、多面的・重層的な考察
を行う
←「イスラーム国」の発生・伸長の原

因の既存の分析・考察に補うべき点
があるのではないか、という問題意
識



社会運動の成否：
資源動員論的発想

不平不満
+

時間や労力周囲の環境、敵方
の反応

動機付け、大
義名分



先行研究の一例 #1

• O’Baygy, Elizabeth 2012. “Jihad in Syria” Middle 
East Security Report 6 Institute for the Study of 
War

• Barrett, Richard 2014. Foreign Fighters in Syria 
The Soufan Group

• Hoyle, Carolyn etc 2014. Becoming Mulan? 
Female Western Migrants to ISIS Institute for 
Strategic Dialogue

• Obe , Rachel Briggs and Silverman, Tanya 2014. 
Western Foreign Fighters Institute for Strategic 
Dialogue



先行研究の一例 #2

• マッカンツ、ウィリアム 2014 “イスラム国の

戦略 盗まれたアルカイダのイスラム国家構
想” Foreign Affairs Report No.10

• Carter, Joseph A. Maher, Shiraz. Neumann, 
Peter R. 2014. Measuring Importance and 
influence in Syrian Foreign Fighter Network 
The International Center for The Study of 
Radicalisation and Political Violence



先行研究の一例 #３

• Di Giovanni, Janine etc 2014. “How Does ISIS 
Fund its Reign of Terror?” News Week

• Weinberg, David Andrew 2014. Qatar and 
Terror Finance Part I : Negligence Center on 
Sanctions & Illicit Finance

• 今井 宏平 2015. 「「イスラーム国」に翻弄さ
れるトルコ――「ダーヴトオール・ドクトリン」
の誤算と国際社会との認識ギャップ 」 『中東
研究』522号



誰が「イスラーム国」を育てたか？

不平不満
+

時間や労力

周囲の環境、敵方
の反応

動機付け、大
義名分

イラクやシリアでの政
治・経済的不満

アラブ諸国・欧米在住
者の不平不満

「イスラーム国」を正当化

「イスラーム国」での“理想の
生活”

扇動を翻訳・解説する「拡散
者」

出入国・資金提供の
容易さ

「イスラーム国」の資
源調達を許す法制度

↓
関係国の政策



考察

• 「不平不満を持ちそれを表明・解消するため
に時間や労力を費やす用意がある者がいる」
≠必ず「イスラーム国」への支持や共感が増す

• 「説得力のある思想や論理を示し、動機付を
適切に行う」≠必ず「イスラーム国」への支持
や共感が増す

• 「「イスラーム国」の活動を促進するような政
治的環境や各国の政策がある」 ≠必ず「イス
ラーム国」への支持や共感が増す



課題

• 「イスラーム国」の活動を促進するような各国
の政治状況→「アラブの春」を経験した諸国

• 「イスラーム国」の活動を許す各国の対応
（例：シリア紛争、イラクの政情・・・）→欧米諸
国、トルコ、GCC諸国、モロッコ、ヨルダン・・・


